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No 施策名 事務事業名 事業担当課 取組内容 事業期間 実施個所 特記事項

1
消防自動車の更
新

消防施設整備事業 総務課 車両更新計画に基づき計画的な車両の更新
令和３年度
～

嬬恋消防団全１０分団消防自動車お
よび、門貝地区配置消防車両

事業費25,000千円（経過年数２０年を超
えるものについて更新）

2

計画的・効率的
な行財政運営の
推進、消防団員
の加入の推進

消防施設整備事業 総務課
村内各消防団詰所老朽化に伴う詰所建替お
よび取り壊し

令和３年度
～

村内に設置済みの１０箇所の消防団
詰所

事業費33,000千円（公共施設総合計画に
基づき耐用年数、耐震化等考慮し実施）

3
観光の振興
商工の振興

地方創生推進交付金事業 未来創造課
①ジオパーク推進・観光ＰＲ・公共交通対
策
②移住支援・空き家対策

令和元年度
～
令和３年度

①鎌原観音堂周辺
②村内全域

総事業費
①71,300千円
②16,100千円

4
健康づくりの推
進

運動・スポーツ習慣化促進事業 未来創造課 身体測定、体操教室、運動会 令和３年度 村内全域 総事業費10,143千円

5
道路及び公共交
通の整備・充実

過疎地域持続的発展支援事業 未来創造課 ＩＣＴ活用のデマンドバス運行 令和３年度 村内全域 総事業費15,000千円

6 地域福祉の推進 地域見守り支援事業 健康福祉課

民生委員児童委員及び各地区区長を通じ、
地域で困っている人がいないかの把握をし
ていただき、必要な支援ができるよう連携
している。

継続 村内全域 １，２３８千円

7 地域福祉の推進 生活困窮者自立支援事業 健康福祉課

生活困窮者より相談があった際、話を伺い
社会福祉協議会の生活困窮者自立支援制
度、日常生活自立支援事業を利用できない
か話をつないでいる。
そのような支援が無理なようであれば、保
健福祉事務所へ生活保護の案内をしていた
だくよう連携している。

継続 村内全域 ２４５千円

8 地域福祉の推進 包括的支援体制整備事業 健康福祉課
共生社会の実現を目指し、障害の有無にか
かわらず住み慣れた地域で安心して生活で
きる地域づくりを目指す。

継続 村内全域

9 地域福祉の推進 地域福祉担い手育成事業 健康福祉課

少子高齢化に伴い、行政だけでは対応でき
ない部分を地域の方々のボランティア活動
を活性化し、地域の困り事に地域で対応で
きる体制整備を図る。

継続 村内全域

10 地域福祉の推進 成年後見人制度の利用促進事業 健康福祉課

成年後見制度を必要とする方が適切に利用
をすることができるよう、制度周知や、後
見人、被後見人の支援を行えるよう体制整
備を進めている。制度周知が未だ不十分で
あり潜在する対象者が利用に繋がるよう、
介護・福祉関係者への制度理解を図ってい
きたい。また地域の特色として専門職が少
なく、社協の実施する法人後見設立への支
援を含め、中核機関としての体制整備が急
がれる

継続 村内全域 １４８千円
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No 施策名 事務事業名 事業担当課 取組内容 事業期間 実施個所 特記事項

11
子育て支援の充
実

男性育児参加推進事業 健康福祉課

男性が育児に参加する機会を増やすために
保健室事業としてパパママクラス・マタニ
ティクラスなどを実施。また、パパ向けの
アンケート調査なども行っている。令和2年
度には総合政策課・教育委員会と連携し、
「健康・子育て」をテーマとして「親子運
動遊び講座」と「プレイリーダー養成講
座」をオンラインにて実施。今後、継続し
て実施していけるか、参加者を増やせるか
が課題。また、令和2年度に開設した子育て
支援応援サイトに男性の育児参加について
のページを設置し、男性の子育て参加を促
していきたい。

継続 村内全域
男性育児参加推進事業としての予算計上
はない

12
子育て支援の充
実

地域子育て支援拠点事業 健康福祉課

小学校就学前の乳幼児とその保護者を対象
に実施。子どもの遊び場としてはもちろ
ん、保護者の相談の場・保護者同士のコ
ミュニケーションの場としても大きな役割
を果たしている。新型コロナウイルス感染
症拡大の影響により、広場を休館すること
が多くなっており、その間の利用者の心理
面における不安の増大などが懸念される。
令和2年度にLINE公式アカウントを開設し、
対象者に「情報を届ける」ことができるよ
うになった。運用面では課題があるため、
より効果的な運用を進めていく必要があ
る。

H30.5月～
継続

村内全域 ６，５５１千円

13
子育て支援の充
実

子育てサポート体制整備事業 健康福祉課

「子育ての手助けがほしい人（おねがい会
員）」と「子育てのお手伝いをする人（ま
かせて会員）」が会員となって、一時的な
子どものお世話を有料で行うシステム。利
用者は増加傾向にある。会員となっている
方の名簿の整理や利用方法等の見直しを検
討しており、ファミリーサポートセンター
事業としてしっかりとした制度設計が必
要

R2まで 村内全域

R3からはファミリーサポートセンターを
開設予定。
予算は子ども子育て支援センター事業内
に計上（５４９千円）

14
子育て支援の充
実

子ども子育て支援センター事業 健康福祉課

妊娠中から出産・子育て期まで安心して過
ごすことができるよう、様々な悩みや相談
に応じ、一人ひとりに寄り添い切れ目のな
い細やかな支援を行う場。センターのより
いっそうの周知が課題。

H30.12月～
継続

村内全域
４，８４２千円（内、５４９千円はファ
ミサポ事業）

15
子育て支援の充
実

食育推進事業 健康福祉課

食育推進計画に則り、各世代における具体
的な活動を実践することにより、食に対す
る関心を持ってもらい、生涯健康に過ごせ
るよう各種事業を推進する。

継続 村内全域 ３，３４５千円
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No 施策名 事務事業名 事業担当課 取組内容 事業期間 実施個所 特記事項

16
子育て支援の充
実

母子保健事業 健康福祉課

妊婦健診や、マタニティー教室、乳幼児の
健診・相談を実施し、子育てに関する心配
や不安を軽減を図る。子ども子育て支援セ
ンターを中心に関係機関と連携を図り健や
かな環境で育児ができるよう支援する。

継続 村内全域 １６，６１７千円

17
子育て支援の充
実

出産祝金支給事業 健康福祉課

子ども出生時に一定の条件に該当する保護
者に対して支給。出生順に従って金額が異
なる。支給対象は年々減少傾向にある。支
給金額や支給方法等について見直しを検討
中

継続 村内全域 ３，０００千円

18
高齢者福祉の充
実

包括的継続的ケアマネジメント支援事業 健康福祉課

地域のケアマネジャーの後方支援を行って
いる。困難事例の対応についてのケアマネ
ジャーの相談に応じ、また、情報交換や研
修、ケース検討会等を兼ねた会議を年6回実
施している。ケアマネジャーが不足が深刻
化している。

継続 村内全域 １５，８５８千円

19
高齢者福祉の充
実

在宅医療・介護連携推進事業 健康福祉課

郡医師会に事業委託し、郡内の医療介護従
事者を対象に研修会を実施している。郡内
町村担当者と郡医師会との会議の開催によ
り医師会との連携を図り、痛く事業の内容
を検討している。

継続 村内全域 ２４５千円

20
高齢者福祉の充
実

生活支援体制整備事業 健康福祉課

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし
やすい村づくりについて協議し（月1回の会
議の開催）生活支援サービスについて、ボ
ランティアの要請や事業の創生に向けて取
り組んでいる。嬬恋村社会福祉協議会に事
業委託している。

H30年度～
継続

村内全域 ５，６７６千円

21
高齢者福祉の充
実

認知症総合支援事業 健康福祉課

認知症になっても住み慣れた環境で安心し
てくらせることができるよう事業展開して
いる。認知症家族の相談会を月1回開催。認
知症サポーターの養成。認知症カフェを
行っている。

H30年度～
継続

村内全域 １，１００千円

22
高齢者福祉の充
実

地域ケア会議推進事業 健康福祉課

困難事例ケースや、自立支援に向けて､ケー
スの関係者のみならず多職種の関係者に参
加してもらい、高齢者の課題の解決や自立
に向けての対応について検討、話し合いを
持っている。ケース会議を重なることで関
係者の資質の向上や地域課題の発掘につな
げている

H30年度～
継続

村内全域 １６０千円

23
高齢者福祉の充
実

介護予防普及啓発事業 健康福祉課
65歳以上の高齢者を対象に介護予防のため
の講演会、教室の実施。パンフレットの作
成、配布など。

H30年度～
継続

村内全域 １，５３２千円

24
高齢者福祉の充
実

地域介護予防活動支援事業 健康福祉課

介護予防のための活動を担うボランティア
（フレイル予防サポーター）の養成を行
い、住民主体の介護予防教室や通いの場の
担い手として活動してもらっている。フレ
イル予防サポーターの活動の支援。

継続 村内全域 ４，９８７千円
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No 施策名 事務事業名 事業担当課 取組内容 事業期間 実施個所 特記事項

25
障がい者福祉の
充実

地域自立支援協議会の充実 健康福祉課

現在吾妻圏域共同で自立支援協議会を月に1
回の頻度で開催している。吾妻圏域では町
村個別で協議会の設置には向かないため、
共同で設置を行っているが、迅速な進行が
できない場合がある。

継続 村内全域 幹事町村時に予算が発生

26
障がい者福祉の
充実

嬬恋村相談支援事業 健康福祉課

嬬恋村内に委託相談支援事業所が１カ所、
特定相談支援事業所が2カ所あり、相談支援
の充実を行っている。 継続 村内全域

障害者（児）介護給付・訓練等給付費事
業相談支援給付費　３，０００千円
障害児施設措置費（給付費等）事業相談
支援給付費　５００千円

27
障がい者福祉の
充実

地域生活支援事業・地域生活支援拠点整
備

健康福祉課

村内の事業所等と連携して、障害福祉サー
ビスを充実できるように努めている。地域
生活拠点整備については、吾妻圏域共同で1
カ所整備している。

継続 村内全域 地域生活支援事業　２６，８６８千円

28
健康づくりの推
進

特定健診・特定保健指導
住民課・健康
福祉課

（健康福祉課）春と秋に集団で特定検診実
施。またJAの健診とも連携し実施してい
る。
（住民課）40歳以上を対象に毎年集団検診
を実施。受診率向上のため受診勧奨と併せ
て実施。若い内から健康管理（生活習慣）
意識を定着させるため若年者（20歳～39
歳）も対象に集団検診を実施。国保被保険
者の受診率は４２～４５％程度１－５－２
６の若年・後期高齢者含む

継続 村内全域 １，９７１千円

29
健康づくりの推
進

若年健診・後期高齢者健診・小児生活習
慣病予防健診及び関連事業

健康福祉課・
住民課

小児生活習慣病予防は小学5年、中学2年生
を対象に実施。検査結果を保護者と子ども
たちに説明。要指導の児童・生徒について
は小学6年、中学3年で再検査実施。
高齢者の健診は、特定健診と共に実施。
特定健診の対象でない20歳～39歳の住民に
も健診を行うことで、若い世代から生活習
慣病予防に関心を持ってもらい。

継続 村内全域 ３，１５３千円

30
健康づくりの推
進

生活習慣病重症化予防事業
住民課・健康
福祉課

（健康福祉課）特定健診の結果で保健指導
が必要な方を洗い出し、医師会と連携し個
別指導を行っている。
（住民課）特定健診・高齢者健康診査・住
民健康診査の結果から対象者を抽出し保健
指導を実施。

継続 村内全域 １，３５１千円

31
健康づくりの推
進

がん検診 健康福祉課
春と秋に集団でがん検診実施。

継続 村内全域 １７，３５１千円

32
健康づくりの推
進

こころの健康づくり事業 健康福祉課

精神ミニデイケアを実施し交流の場の提
供。臨床心理士による個別相談を実施。ま
た高齢者対象の心の健康づくり講演会など
を実施し普及啓発を行っている。

継続 村内全域
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No 施策名 事務事業名 事業担当課 取組内容 事業期間 実施個所 特記事項

33
健康づくりの推
進

食生活改善推進協議会による事業 健康福祉課

「愛育会」はR3.3.31解散。
食生活改善推進員と共に、幼稚園・小学
校・中学校・学童などで調理実習を実施。
村のイベント時にはキャベツ料理などを提
供している。

継続 村内全域 ３５０千円

34 広域行政の推進 自立支援協議会の充実 健康福祉課

現在吾妻圏域共同で自立支援協議会を月に1
回の頻度で開催している。吾妻圏域では町
村個別で協議会の設置には向かないため、
共同で設置を行っているが、迅速な進行が
できない場合がある。

継続 吾妻広域 幹事町村時に予算が発生

35
農林水産業の振
興

有害鳥獣対策事業 農林振興課
被害防止計画に基づく生鮮品の安定供給

継続事業 村内全域

36
農林水産業の振
興

農業振興事業 農林振興課
農業経営の支援

継続事業 農畜産経営者他

37
農林水産業の振
興

林道維持管理事業 農林振興課
森林整備の推進に係る林道管理

継続事業 今井地内 林道滝ノ上線の一部区間

38
農林水産業の振
興

治山事業 農林振興課
崩壊した山腹の修復

継続事業 三原・袋倉・今井・大前・田代

39
道路及び公共交
通の整備・充実

社会資本整備総合交付金（通常） 建設課

拠点を結ぶ道路ネットワークの充実・強化
のための事業を実施し、災害時の物流・交
流を支える信頼性の高い幹線道路ネット
ワークの形成を図る

平成28年度
～
令和５年度

村道大前細原線
（大前工区）

総事業費６４百万

40
道路及び公共交
通の整備・充実

社会資本整備総合交付金（通常） 建設課

拠点を結ぶ道路ネットワークの充実・強化
のための事業を実施し、災害時の物流・交
流を支える信頼性の高い幹線道路ネット
ワークの形成を図る

令和４年度
～
令和７年度

村道長井大平線
（大平工区）

総事業費５００百万

41
道路及び公共交
通の整備・充実

社会資本整備総合交付金（通常） 建設課

拠点を結ぶ道路ネットワークの充実・強化
のための事業を実施し、災害時の物流・交
流を支える信頼性の高い幹線道路ネット
ワークの形成を図る

令和４年度
～
令和６年度

村道今井仙之入線
（仙之入工区）

総事業費１５０百万

42
道路及び公共交
通の整備・充実

防災・安全交付金　除雪 建設課
冬季における安全な道路交通を確保するた
め除雪を行う 年度単位 村道鳥居峠車坂線ほか４６路線

43
道路及び公共交
通の整備・充実

防災・安全交付金　修繕（法面） 建設課

拠点を結ぶ道路ネットワークの充実・強化
のための事業を実施し、災害時の物流・交
流を支える信頼性の高い幹線道路ネット
ワークの形成を図る

平成31年度
～
令和６年度

村道大横川北山線
（大笹工区）

総事業費３００百万

44
道路及び公共交
通の整備・充実

防災・安全交付金　修繕（擁壁） 建設課

拠点を結ぶ道路ネットワークの充実・強化
のための事業を実施し、災害時の物流・交
流を支える信頼性の高い幹線道路ネット
ワークの形成を図る

令和３年度
～
令和４年度

村道三原鎌原線
（鎌原工区）

総事業費２００百万

45
道路及び公共交
通の整備・充実

道路メンテナンス事業 建設課
橋梁長寿命化修繕計画に基づく点検・修繕
を行い、道路網の安全性・信頼性確保を図 年度単位 １０５橋梁
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No 施策名 事務事業名 事業担当課 取組内容 事業期間 実施個所 特記事項

46 地籍(国土)調査 地籍調査事業 建設課

地籍の明確化を目的とし、土地一筆ごとの
所有者、地番、地目、境界、面積を調査
し、土地行政全般の合理化及び効率化を図
ると共に、課せられる各種負担の公平化を
図る

平成７年度
～ 嬬恋村大字鎌原地区・田代地区

47
農業用施設の充
実

農業水路等長寿命化・防災減災事業 建設課 老朽化した排水路等の整備を実施する。 令和３年度 農用地区域内

48
農業の環境整備
推進

農地耕作条件改善事業 建設課 排水路・農作業道等の整備を実施する。
令和３年度
～

農用地区域内のうち重点実施区域

49

防災・減災を推
進し住民の命と
暮らしを守るた
めの基盤整備

防災・安全交付金 上下水道課

嬬恋村水質浄化センター耐震設計・工事
令和３年度
～
令和６年度

嬬恋村水質浄化センター 総事業費200百万円

50 学校教育の充実 学校施設環境改善交付金
教育委員会事
務局

トイレを改修(和式から洋式)。屋根の雨漏
りを改修。浄化槽更新。

令和３年度
～
令和６年度

嬬恋中学校
東部小学校
東部こども園

総事業費精査中

51
地域防災拠点施
策

新嬬恋会館建設事業
教育委員会事
務局

緊急指定避難所である公民館だが耐震補強
工事が必要な状況であり、築45年経過して
いるため建て替える。

令和４年度
～
令和６年度

嬬恋会館 総事業費20億円

52
地域防災拠点施
策

備蓄倉庫建設事業
教育委員会事
務局

新嬬恋会館用に災害時に備える備蓄品を収
納する

令和４年度
～
令和６年度

嬬恋会館 総事業費1億円

53
テレワークの充
実

地方創生テレワーク推進事業 交流推進課
ボーリング施設の一部をテレワーク施設に
転用し、テレワーク体制の形成を図る

令和３年度
～
令和４年度

浅間ハイランドパーク 総事業費９，４００千円

54
過疎地域の活性
化の推進

ジオパーク推進事業 交流推進課
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）による地
域資源の活用により地域の活性化を図る

令和３年度
～
令和６年度

嬬恋村・長野原町 総事業費４，０００千円
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